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≪Senshu Global Challenge Program :SGCP≫ 

専修グローバル・チャレンジ・プログラム 

カリフォルニア大学デービス校（UC Davis）募集要項 

 

 

1. プログラム趣旨 

本プログラムは、グローバル化の進展に伴い複雑化するビジネス及び社会課題に対応できる人材の育成を目的とし

ています。参加者は、カリフォルニア大学デービス校において、起業家精神と国際ビジネスを主題とした実践的な教育プ

ログラムに参加し、問題解決力やビジネス分析力、異文化対応力及び起業家精神を養います。本プログラムは、新た

な価値を創出できる実践的能力を習得することにより、国際社会において主体的に行動し、将来起業家として社会で

活躍する人材の輩出を目指します。 

 

2. プログラム概要 

(１) 研修先：カリフォルニア大学デービス校 

      University of California, Davis（UC Davis） 

(２) 研修プログラム：Entrepreneurship and International Business (4-weeks Program) 

(３) 研修期間：2027年 2月 12日（金）～3月 12日（金）【予定】 

(４) 渡航期間：2027年 2月 11日（木）～3月 14日（日）【32日間】 

 

3. プログラム内容 

(１) Introduction to Entrepreneurship 

50分/日×16日＝約 13時間（予定） 

 研究開発の初期段階からベータテストに至るまでの一連の流れについて理解を深めるとともに、ビジネス及び市場動

向、各種データやレポートを分析するためのスキルを習得します。また、さまざまなビジネス状況を的確に評価して望ま

しい対応策について議論・検討する力を養います。さらに、ロールプレイを取り入れることで実践的な学びを促進し、将

来のキャリアを検討するにあたり、柔軟な視点を持つことの重要性について考察を深めます。 

(２) Problem Solving through Design Thinking 

50分/日×16日＝約 13時間（予定） 

 ビジネス界で注目されているデザイン思考への理解を深め、社会問題の本質をとらえて、創造的に解決策を考える

力を養います。また、双方向的な学習プロセスを通じてチームワーク及びリーダーシップの能力を育成し、デザイン思考

を実践する力を身につけることを目的としています。 
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(３) Intercultural Research Project 

50分/日×16日＝約 13時間（予定） 

 英語による効果的な言語的及び視覚的プレゼンテーション能力を養うとともに、質の高いリサーチインタビューを設

計・実施するための手法を学びます。さらに、データの収集・整理・分析に関する実践的なスキルを身につけるとともに、

協働を通じてチームワーク及びリーダーシップを高めることを目的としています。 

(４) Hot Topics in International Business 

50分/日×16日＝約 13時間（予定） 

 国際ビジネスに関するテーマについて、記事の読解や講演の視聴、ガイド付きディスカッションを通じて理解を深めるこ

とで、批判的思考力及び分析力の向上を図ります。さらに、国境を越えたビジネス活動や異文化間におけるマネジメ

ント上の課題について理解を深めるとともに、イノベーション、サステナビリティ、起業家精神など、現代のビジネスのあり

方を変革しつつある最新のアプローチについて学びます。 

(５) その他 

① 授業時間：週 16時間の授業＋課外活動（毎週金曜日に企業訪問またはゲストレクチャー（講義）） 

② クラス規模：15～20名程度 

③ スケジュール（サンプル） 

Time Monday Tuesday Wednesday Thursday Friday 

9:00-

9:50 

Intercultural 

Research Project 

Intercultural 

Research Project 

Intercultural 

Research Project  

Intercultural 

Research Project  

Weekly site 

visit, 

workshop or 

guest 

presentation 

10:00-

10:50 

Hot Topics in 

International 

Business 

Hot Topics in 

International 

Business  

Hot Topics in 

International 

Business  

Hot Topics in 

International 

Business  

11:00-

11:50 

Introduction to 

Entrepreneurship 

Introduction to 

Entrepreneurship  

Introduction to 

Entrepreneurship  

Introduction to 

Entrepreneurship  

12:10-

13:00 

Problem Solving 

through Design 

Thinking 

Problem Solving 

through Design 

Thinking 

Problem Solving 

through Design 

Thinking 

Problem Solving 

through Design 

Thinking 

13:00-

14:00 

Lunch Lunch Lunch Lunch 

14:00-

16:00 

Exploring Davis Conversation 

Club 

Davis Farmers' 

Market 

Global Cafe 

 

4. 募集人数 

1名 
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5. 応募資格（応募条件） 

下記の応募資格①～⑨のすべてに該当する者 

① 本学に在籍する学部生または大学院生 ※休学者を除く 

② 選考時に確定している GPA（入学時からの累積）が 3.0以上の者 

③ 以下のいずれかの語学能力試験のスコアを有する者 ※令和 7年 2月以降に受験したスコアを有効とする 

• TOEFL® iBT：3.5以上 

• IELTSTM：5.0以上 

• Duolingo English Test：90点以上 

④ 事前・事後研修（有料）を受講可能な者 

⑤ プログラム終了後、期限内に報告書等必要書類を作成・提出ができる者で、また翌年度以降の学内広報活動に協力

できる者 

⑥ 心身ともに本プログラム参加に支障がないと見込まれる者 

※既往症・現在症・持病等のある学生は、医師からの診断書の提出を求める場合があります。申込前に国際交流事務

課まで相談してください。 

⑦ 異文化に柔軟に適応できる者 

⑧ 経済的な裏付けがあり、保証人の承諾が得られる者 

⑨ 留学諸手続きを主体的に行うことができる者 

 

6. 応募書類 

① 専修グローバル・チャレンジ・プログラム許可願（様式１－１） 

② 専修グローバル・チャレンジ・プログラム応募理由（様式１－２） 

③ 起業や国際ビジネスに関連した将来の夢（A4サイズ 2枚程度） 

※様式自由とし日本語で作成。学籍番号、氏名を必ず記載のこと。 

④ 誓約書 2部（保証人用・窓口提出用）（様式２） 

⑤ 承諾書 2部（保証人用・窓口提出用）（様式 3） 

※①②④⑤の所定用紙は、国際交流事務課またはグローバルカウンターにて配付 

⑥ 学業成績証明書 １通（日本語） 

⑦ 履修状況確認票 

⑧ 語学能力試験スコア（以下のいずれか） 

• TOEFL® iBT：ダウンロードしたスコアレポートを印刷し、提出 

• IELTSTM：ダウンロードしたスコアレポートを印刷し、提出 

• Duolingo English Test：認定書を印刷し、提出 

⑨ 保健調査票 

⑩ 健康診断書 ※願書提出締切日から過去３か月以内に受検したものを有効とする 

⑪ 診断書 ※「既往症」「現在症」「持病」等のある学生のみ提出 

⑫ 確認書 ※日本国籍を有さない学生のみ提出 
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7. 申込締切 

令和 8年 10月 7日（水）16:30（厳守） 

 

8. 申し込み方法 

国際交流センターまたはグローバルカウンターの窓口に応募書類一式（６．応募書類参照）を揃えて提出してくだ

さい。 

代理人による持参や郵送での提出は受付不可としていますので、学生本人が持参してください。 

 

9. 選考 

(１) 選考方法 

書類審査及び面接試験の総合評価により選考します。 

(２) 面接試験 

原則として、10月 14日（水）～10月 16日（金）（予定）に行います。 

選考日程決定後、国際交流事務課より in Campusの「個人宛のお知らせ」にて連絡します。 

面接試験を欠席した場合は選考の対象外となります。 

 

10. プログラム費用（概算） 

為替レート 1 ドル＝165 円として算出 

内訳 金額（$） 金額（¥） 備考 

研修費用 2,525 約 417,000  

生活費（宿泊、食事等） 1,910 約 316,000～ 参考価格 

合計 4,435 約 733,000～  

※航空券は各自で手配となります。詳細は候補者オリエンテーションで説明します。 

※上記費用のほか、以下の費用は参加者の自己負担となります。 

• 渡航旅費・航空運賃（参考価格：250,000円～）・燃油サーチャージ・国内外空港税・国際観光旅客税・

航空保険料・旅客サービス料・超過手荷物料金 

• 現地における通学費を含む利用交通機関の運賃 

• 留学先大学指定保険・海外旅行保険・危機管理対策保険（参考価格：30,000円～） 

• 渡航手続費（旅券（ﾊﾟｽﾎﾟｰﾄ）申請費用、ESTA申請費用、査証（ビザ）申請費用、予防接種費用等） 

• 事前・事後研修費用（20,000円） 

• 教材費（テキスト代等） 

• 医療費（医療機関を受診した場合） 

• 研修費用振込手数料 

• その他個人的費用（被服費・交際費等） 

  



5 
 

• 日本国籍以外の学生については、留学にあたりビザを取得しなければならない場合があり、ビザ申請に関わる費用

は各自の負担となります。 

※本費用は令和 8年 7月時点の概算金額です。研修開始前において、研修校の事情や為替変動等により、

費用が変更となる場合があります。 

 

11. 専修グローバル・チャレンジ・プログラム奨学金 

(１) 本プログラム参加者の経済的負担軽減及びグローバル人材育成を目的として、専修大学チャレンジ・プログラム奨学

金（1,000,000円）を支給します。 

(２) 奨学金は、カリフォルニア大学デービス校からの受入許可及び本人の参加意思確認後、原則として渡航前に一括で

支給します。 

(３) 受給者は、本プログラムの全日程への参加、所定の課題の提出及び報告等の義務を遵守するものとします。 

(４) 下記のいずれかに該当する場合は、奨学金の全額を本学が指定する期日までに返還する義務を負います。   

① 自己都合（健康上の理由を含む）により本プログラムを修了しなかった場合 

② 本学が参加継続を不適当と判断し、本プログラム参加資格を取り消した場合 

③ プログラム期間中または終了後を問わず、申請内容の虚偽、不正行為又は応募資格を満たしていない事実が判

明した場合 

④ その他、本プログラムの応募資格を満たさなかった場合 

(５) 奨学金の返還は一括で行っていただき、返還に伴う手数料等の費用は受給者にご負担いただきます。 

 

12. オリエンテーション  

(１) 候補者オリエンテーション 

• 日時：10月下旬（予定） 

• 内容：下記事項について伝達します。 

・ 航空券手配について 

・ 出発手続について 

・ 留学前の提出物について 

・ 事前研修について 

・ 今後のスケジュール 

(２) 出発前オリエンテーション 

• 日時：1月下旬（予定） 

• 内容：下記の事項について伝達します。 

・ 留学中及び帰国後の提出物について 

・ 留学許可書の交付 

・ 事後研修について 
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13. 事前研修/事後研修 

(１) 事前研修 

• 内容 

 本プログラムに参加するためには、国際ビジネスや起業に高い関心を持ち、ビジネスに関しての基礎知識を持つこ

とが求められます。事前研修では、当プログラムを受講するにあたって必要なビジネスの基礎知識を身に付け、特に

デザイン思考に関して十分な理解を持つことを目的に指導を行います。また、必要に応じて課題図書を指示し、レ

ポートを提出することを求めます。 

• 日程 

 決定後、国際交流センターより Google Classroom にて連絡します。 

(２) 事後研修 

• 内容 

 プレゼンテーションおよび報告書の提出 

• 日程 

 決定後、国際交流センターより Google Classroom にて連絡します。 

 

14. その他 

(１) 日本国籍の方については ESTAで渡航可能です（F-1 ビザは不要）。国籍によりビザの取得が必要となる場合が

あります。 

(２) 本プログラムへの参加にあたり、外国籍である等の理由により査証（ビザ）の取得が必要となる場合は、参加者ご本

人の責任において必要な手続きを行っていただきます。また、査証の取得に係る費用はすべて参加者の自己負担とな

ります。 

(３) 宿泊については学生寮またはキャンパス周辺の宿泊施設にて滞在することとなります。滞在先の手配については参加

者ご本人の責任において行うことになります。 

(４) 本プログラムは単位認定が行われるプログラムではありません。 

 

15. 問い合わせ先 

(１) 国際交流センター（生田キャンパス 9号館 5階） 

平日：9:00～16:30 ※12:30～13:30 を除く 

TEL：044-911-1250 

Email：outbound@acc.senshu-u.ac.jp 

(２) グローバルカウンター（神田キャンパス 10号館 15階） 

平日：9:00～16:30 ※12:30～13:30 を除く 

TEL：03-3265-3835 

Email： outbound@acc.senshu-u.ac.jp  

 

以 上 
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